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論 文 内 容 要 旨
1.:しPコ ー トとは、 チ ッソ(株)が 開発 した肥効 コン トロール型の被覆尿素
の商 品名 である。
2.LPコ ー トの発明 と開発の経過
30年 来、肥料成 分の放 出を意の ままにコン トロール して、基肥 だけの施
肥 で作物の要求す る時期 に過不足 な く、必要な だけ吸収 させ ることが 出来ない
かと、種 々の緩効性肥料の研究がなされ てきた。有機合成緩効性窒素肥料 は土
壌の水分 ・pH・ 微生物活性等 の影響 を大 き く受 け、肥 効の持続性の安定性 は
必ず しも満足 し得るものではなかった。筆者 らは、土質や圃場の条件の影響が
小 さ く、植物 に利用 され る形態 で、放 出速度 が意 のままに、精度良 くコン トロ
ール され、 コス ト・生産性が肥料 に対応 できるもの との コンセプ トによ り開発
研究 を行い、 ポ リオ レフィン系樹脂 を使用 した被覆技術 と溶出コン トロール技
術 を発 明 した。更に被覆 に適す る尿素の造粒技術 と被覆尿素 の生産 技術を確立
し、1981年 にチッソ(株)水 俣工場 に5千 トン/年 の生産設備 を建設 し、LP
コー トと命名 し、商業生産を開始 した。!985年 に、九州化学工業(株)戸 畑工
場(チ ッソ(株)と 新 日:本製鉄化学(株)の 合弁会社)に5千 トン/年 、1988年 に
5千 トン/年 の設備 を増設 して、現在、計1万5千 トン/年 の設備 が稼働 中で
あ る。
3.LPコ ー トの技術内容
(1)粒 状尿素 をポ リオ レフ ィン系の樹脂でコーテ ィングして溶出を抑 え
(2)こ の膜 内に溶 出を促進す る材料 を添加 し、その添加量 によ り溶出速度
をコン トロール し
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(3)更 に鉱物 を立体的に配列 して溶出の温度依存性を コン トロール し
(4)併 せ て、 コーテ ィング膜表面 に親水性 を与 え、浮上 を抑 える
技術 よ りなる。
この技術によ り、希望す る溶 出期間の もの、望 ま しい溶出の温度依存性の も
の、及び様々な溶 出パ ター ンのもの が安定的の得 られ る。 これ ら一連 の技術 は
尿素の他にも、 あ らゆ る水 溶性 の粒体 に適用でき、膜厚 を変 えず に時間～年単
位 にいたる溶 出期間が、 自由にコン トロールできる。
4。LPコ ー トの特 徴
!)LPコ ー トは、溶 出期 間の異な る7銘 柄 を開発 し、商 品化 した。(30、
40、50、70、100、140、180タ イプ)
溶出期 間を、数値 表現(基 準状態の溶 出 日数)し ているのはLPコ ー
トだけである。
2)LPコ ー トの溶 出は、温度以外 の土壌環境 の影響を余 り受 けないので、
安定 した肥効が得 られる。温度依存係数Q協 ≒2な ので(コ ン トロ
ール している) 、基準温度以外の溶出でも、容易に求 めることが出来
る。
3)LPコ ー トか ら溶 出 した尿素は、速やかに無機化 され るので流 亡が少
ない。水田状態 では、ア ンモニ ア化の後 ほとん ど硝酸化成 は進 まない
が、一般の畑状態 では、速や かに硝酸化成 を うけて硝 酸態 チ ッソとな
る。 また、砂土や低温時等硝酸化成が遅い条件 でも、緩やか に硝酸化
成 を受ける。
4)一 度 に多量施肥 してもガス活性 はほとん ど無 いの で安 全である。
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5.LPコ ー トの実 用 性
1)肥 効予測 プログラムの開発
栽培期間中の温度の推移か ら、溶 出の推移 を予測す る肥 効発現予測プ
ログラム を開発 した。 このプ ログラムによ り、色 々な圃場 に於 ける、
経 時的 な窒素成分の供給量 が定量的 に予測 出来 るようにな り、作物 の
窒素要求パ ターンに最適 な銘柄 を、容易 に選択できるよ うになった。
この プログラムは、ポー タブル コンピュウ ター ・プ リン ター と一体化
され、国内外の栽培 の現場 で、LPコ ー トの選択や解析 に活用 され て
いる。なお、 この様 に、肥効があ らか じめ プログラムできる緩効性肥
料 は、LPコ ー トが世界 で最初で唯一 の肥料 である と思 う。










LPコ ー トは価格は高いが、省力の労働費 と増収 による売上増によ り、
収益増加が得 られ る肥料 との評価 を得 ている。
4)1.Pコ ー トは、 これ らの実績が評価され、す でに1万 トン/年 は越 え
ているが、 これ は実際に使用 され る配合品と しては、5万 トン～6万
トン/年 に相 当 し、化成肥料の2～3%を しめ るまでに成長 した。
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6.今 後 の課題
1)時 限溶 出型1.Pコ ー ト(1.PS)の 実用化
所定期間後 に、定め られ た溶出が始 まるタイプで、試験場等で好評 で
ある。 この タイプのLPコ ー トを実用化 し、更 に高度な省力施肥体系
を構築 して、低 コス ト農業に役立 たせたい。
2)施 肥 プログラム の開発
地 力も含めた、 よ り高度 な施肥 プ ログラムを考 えてみたい。
3)LPコ ー トの有効 な活用の場を東 に広 げてゆきたい。
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審 査 結 果 の 要 旨
植物の生育段階に応 じて,必 要な養分を自由に供給できる肥料の開発は,長 い間の夢であった。
しか し従来の有機合成緩効性肥料の肥効は,土 壌の水分,pH,微 生物活性等に よって大きく左右
され,植 物の要求を必ず しも満足 し得るものではなかった。そこで著者は,肥 料粒子からの養分
の放出速度が自由に精度 よくコン トロールでき,=ス ト・生産性の面でも既存の肥料に対抗でき
る緩効性肥料の開発研究を行った。
著者は,先 ず肥料粒子を樹脂によって完全被覆し,水 分を透過させない技術を開発した。その








以上のような発明と技術の開発によって,尿 素の緩効化が精度高 く可能 とな り,肥 料製品 とし
て,30日 から180日 まで持続する7つ の銘柄(LPコ ー ト30,40,50,70,100,140,180タ イ
プ)を 製品化 している。
LPコ ー トは,温 度だけに感応し,そ の温度依存性は,地 力窒素の発現や植物の生理活性に類似




えば追肥重点から基肥1回 施与法への移行),施 肥効果の飛躍的向上,環 境汚染防止,さ らに今日
問題となっている地球のオゾン層の破壊物質の1つ である窒素酸化物の発生防止にも貢献するも
のとみられる。
以上から著者は,農 学博士の学位を授与されるに充分な資格があるもの と判定された。
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